
 

飛躍の２学期 

 

校長 中西 規人 

 この若者の力の源は一体どこにあるのか？２０２０東京五輪の新競技スケートボード男子ストリート初

代王者 堀米雄斗さん（22歳）のことです。高校卒業後に渡米したとのことですが、小学校の卒業文集には

既に「僕の『夢』は、･･･もっと練習するためにスケボーの本場アメリカに行きたい」と書いていたそうで

す。そして勝利後のインタビューで「米国でもっと大きな家を買うこと」と、次の『夢』を語っていました。

（朝日新聞） 

 

 いよいよ２学期が始まります。中学校生活の中で最も長く、行事等がたくさん予定されている学期です。

皆さんが自分の力をさらに伸ばし飛躍するために、改めて伝えたいことを記します。 

最初に、堀米さんのように「夢や志、目標」をもつことの大切さです。夢に大きいも小さいもありません。

その人が「大事にしたい、実現したい」と思うことこそが夢であり目標なのです。将来という永い目でみる

ものもあれば、目の前に設定する場合もあるでしょう。大切なのは、夢や目標を“もつ”ことと“あきらめ

ない”ことです。生徒の皆さん一人一人が、自分なりの夢や目標をもつ努力をしてくれることを願っていま

す。 

 

 次に、「自分で考えること」です。皆さんは古代エジプトの建造物ピラミッドを御存知でしょう。ピラミ

ッドの中でも一番大きいクフ王のそれは、一説には建造に２０年もの年月を要し、２３０万個もの石が使わ

れ、２０万人もの人々が工事に携わったと言われています。砂漠に灼熱の太陽という過酷な環境の下、約２

ｔもある巨石を切り出し、運び、積み上げる労力は想像を絶するものです。当時の王（ファラオ）の絶大な

権力によって人々が奴隷のように働かされて成しえた偉業なのでしょうか。近年の学説によると、人々は無

理やりにではなく、王とピラミッドの栄光を後世に伝えたいとの目標をもち、情熱や使命感、誇りをもって

働いたのではないかと考えられています。つまり、やらされていたのではなく、自らの意志や考えで行動し

ていたのです。このようなとき人は、さらに知恵を働かせたり、より大きな力を出したりすることができる

のだと思います。毎日の授業はもちろん、校外学習や合唱コンクールのような行事等学校生活を通して、自

分で考え行動する習慣を身に付けてください。 

 

 最後に、自分自身を大切にすることです。夏休み前にもお伝えしましたが、このことは全ての原点であり

土台となります。自分に自信がもてず、常に不安を抱いている様な状態であれば、人生の基礎を築き上げて

いる中学校生活が砂上の楼閣と化してしまいます。学校では、皆さん一人一人が主役なのです。脇役や必要

の無い役柄の人は一人もいません。考え方や顔・体形の違いは当たり前。多様性を受け入れる心を養うとと

もに、自分に自信をもって学校生活を送ってください。皆さんが大きく飛躍してくれることを期待していま

す。 
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● 今後の主な予定 ● 

      

     ９月１４日（火） ・・・・ 生徒会役員選挙 

     ９月２１日（火） ・・・・ 中間考査１日目（学習・理科・英語） 

     ９月２２日（水） ・・・・ 中間考査２日目（学習・国語・社会・数学） 

                   専門委員会 

     ９月２４日（金） ・・・・ 第３学年実力確認テスト 

     ９月２６日（日）～２８日（火） ・・・・ 第３学年修学旅行 

     ９月２９日（水） ・・・・ 第３学年振替休業日 

 

 

 第３学年修学旅行について 

 

清瀬市教育委員会では、２学期以降の宿泊行事について、これまでどおり原則実施とい

う判断をしています。本校では、市の方針とガイドラインに基づき修学旅行を予定どおり

実施する計画で準備を進めています。 

実施に当たりましては、生徒の皆さん、保護者の皆様にはこれまで以上に新型コロナウ

イルス感染拡大防止に尽力し、綿密な健康管理をお願いすることになります。ですが、中

学生のこの時期だからこそ経験・体験できることや、感受性の敏感なこの時期でなければ

感じることができないこともたくさんあります。まわりの状況を理解し、感染防止対策を

徹底しながら、あらゆる手立てを講じつつ、生徒の学習活動を維持していきたいと考えて

います。御理解と御協力をお願いいたします。 

 

■ ユニセフから感謝状をいただきました。 ■ 

 

  生徒会の皆さんが、７月１３日（火）から７月１５日（木）までの３日間、生徒用昇降口で実施

していた「ユニセフ学校募金」ですが、その総額は 15,469 円 でした。312 円あれば、１錠で５リ

ットルの水をきれいにできる浄水剤が 1,000 錠買えるそうです。みんなの気持ちが、行動が、確実に

多くの世界の子どもたちの命を救います。ユニセフから感謝状をいただきましたので、この紙面を借

りて紹介します。 

 

 このたびは、ユニセフ学校募金にご協力を賜り、誠にありがとうございました。 

  ここに、感謝状をお送りいたします。ご協力いただきました皆様へ 

 よろしくお伝えいただければ幸いです。 

  今後とも引き続きユニセフの事業にご理解とご協力を賜りますよう、よろしく 

 お願い申し上げます。 

  末筆ながら貴校のますますのご発展をお祈り申し上げます。 

 

 


